
 

 

 

 

 

「勇気をもって挑戦」 
                        校長 杉田 正穗 

緊急事態宣言が解除されないまま２学期を迎え、心配されている保護者の方も多いのではないかと思っており

ます。今まで以上の感染防止策をとり、学習ならびに教育活動を止めないように進めてまいります。引き続き本校

の教育活動にご理解ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、夏休みから新学期にかけて「東京オリンピック・パラリンピッ

ク２０２０」が開催されました。実施の有無については様々な意見が

あり、無観客となったことで、生徒が観戦することも中止になりまし

た。直接、世界のトップアスリートたちの競技にふれることができず、

これまで取り組んできたオリンピック・パラリンピック学習を実際に体

感することができなかったのはとても残念なことです。しかし、テレビ

画面からは競技に取り組む「アスリートの勝負にかける情熱」「最後

まで諦めない姿」が十分に伝わってきました。目標をもって努力し続

け、この日にかけた選手の姿や競技後のインタビューを聞いて「よし、自分も頑張ろう」と思った人も多いのではな

いでしょうか。目標を成し遂げた姿や次への目標を語る選手たちのすがすがしい姿は最後まで感動を与えてくれま

した。特に、東京パラリンピック２０２０ではいろいろな競技があることを知り、テレビの前で応援していた人も多かっ

たのではないでしょうか。 

パラリンピックの開会式で世界から絶賛され、注目されたのは「片翼の小さな飛行機」の主役を演じた演技未経

験の中学２年生、和合由依さんでした。和合さんは腕と足に先天性の障がいがあります。翼が１つしかないことで空

を飛ぶ勇気をもてない飛行機を描いた物語で和合さんは片翼の小さな飛行機役を演じていました。自由に飛び回

る様々な飛行機たちと出会い、飛ぶ勇気をもてなかったが、決意して走り出し、ついには空に飛び立っていく。和合

さんは小さな飛行機の悲しみや不安、勇気や喜びを上手に表現していました。時には助け合い、支え合い、みんな

で翼を広げて勇気をもって飛び立つことの大切さが伝わってきました。 

和合さんは演出について「私たちには翼がある。みんな目標を決めて、頑張っ

ていくんだと。みんな本当に目標があってこそ、頑張っていくからこそ人の一生を

表していると思いました」とおっしゃっています。東京パラリンピック 2020のテー

マは「ＷＥ ＨＡＶＥ ＷＩＮＧＳ～私たちには翼がある～」です。誰にも、未来に羽

ばたく翼があります。学園中の生徒にも、今後の生活において目標をもって、勇

気をもって、そして様々なことに挑戦してもらいたいと思っています。 

 

 

 東京オリンピックの体操に出場した平岩優奈さんは本校の卒業生です。団体総合では

惜しくも５位でしたが、世界大会で活躍する選手が大泉学園中学校の卒業生であること

は誇りですね！平岩選手、感動をありがとうございました！ 

 

 

 

緊急事態宣言の発令に伴う教育活動について             

９月３０日（木）まで緊急事態宣言が延長になりました。それに伴い、区からの指示で学校の教育活動に再び制限

されています。その中の２点、保護者の皆様にもお伝えいたします。                  ＜裏面に続く＞ 
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（１） 引き続き、緊急事態宣言解除の日まで一斉短縮授業を実施します。朝は通常通りの登校とし、午前授業と 

します。給食を食べた後に下校します。 

感染症への不安から登校を見合わせる児童生徒には、放課後などにオンラインによる学習支援やホームル 

ームを実施します。欠席扱いにはなりません。 

（２） 部活動は原則中止とする。ただし、真に必要と認められるものは、学校長判断で、校内において短時間を

前提として、活動が行えます。 

 

（１）については、これまでの学校生活が引き続き行われることになります。体調面での心配があれば、放課後の

オンライン学習支援に参加していただき、担当の先生から授業の概要や質問をすることができます。 

（２）については、１２日までは部活動を原則中止としておりました。夏休み中に陽性になった生徒や職員がいまし

たので、念には念を入れて活動をとりやめ、必要以上に集まる活動を自粛してもらいました。感染状況がやや緩和

してきたことや生徒の健康面、情緒面のことを考え、今週からは短時間の活動を再開しております。公式戦を控え

ている部活動もありますが、とにかく感染予防対策を一番に考えて活動を制限しております。何卒ご理解のほど、

よろしくお願いいたします。 

 

学園中の職場体験は例年福祉体験で、高齢者や障がいがあ

る方の施設で体験させていただいています。 

今年度も９月実施予定の福祉体験に向けて１年生の頃から準

備を進めてきました。福祉人材センターの方や視覚に障がいがあ

る方、脳性麻痺の方、車いすの方のお話を聞く会を開いてきました。また、高齢者体験、アイマスクを使ったブライ

ンド体験、車椅子に乗ったり車椅子を押したりする車椅子体験などの疑似体験も行ってきました。 

残念ながら今年はコロナ禍のため福祉体験が中止になってしまいましたので、毎年３年生がふれあい体験でお

世話になっているグローバルキッズ保育園に協力していただき、園児におもちゃを作って遊んでもらうことにしまし

た。（福祉について学習してきたので、福祉の幅を広げて乳幼児を対象にした体験に変更しました） 

各クラス３グループに分かれ、９日（木）は３時間かけて幼児のおもちゃを作りました。休み時間も休憩することな

く、多くの人が作業を続けていました。どうすれば危なくないか、どうやったら楽しんでくれるかなど幼児のことを考

えて作っていましたが、おもちゃを作っている時の表情は、みんなとても楽しそうでした。また、それぞれが分担して

作りながら意見も出し合い、新しいアイディアも浮かび、予想以上の仕上がりになったようです。大きな新幹線や車、

トンネル、でんでん太鼓やこま、もぐらたたきや金魚すくいなどたくさんのおもちゃが完成していました。 

１０日（金）はビデオ会議システム（Goggleｍｅｅｔ）で保育園と繋がり、園児がおもちゃで遊んでいる様子を見ま

した。園児は新しいおもちゃに興味津々でたくさん遊んでいました。０歳から５歳の全クラスがおもちゃで遊んでい

る様子を見て、中学生から「かわいい～」という声が聞こえたり、園児から「ありがとう！」という言葉をもらったり、

楽しく交流することができました。最後は年長さんの園児たちが中学生にお礼の気持ちを込めて歌を歌ってくれま

した。 

福祉体験はできませんでしたが短い時間の取り組みの中で思いやりの気持ちをもち、自主的に活動することが

できました。                                                      【担当 深津】 

 

◇今後の主な予定◇ 
９月１７日（金） 新入生学校説明会 → 中止 ９月２２日（水） 校外学習（１） → 延期 

９月３０日（木） 中間考査［自理国］ １０月１日（金） 中間考査［英数社］ 

１０月４日（月） 全校朝礼 安全指導 １０月５日（火） 連合音楽会 

１０月７日（木） 貧血検査（１）、進路説明会（３） １０月９日（土） 学校公開日 避難訓練（防災訓練） 

１０月１５日（金） 合唱コンクール → 延期 １０月２２日（金） 生徒総会 

１０月２５日（月） 生徒朝礼、第２回校区別協議会 １０月２６日（火）～１１月４日 進路面談 
 

２学年 幼児のための
手づくりおもちゃづくり 


